
 

公益財団法人 計算科学振興財団 令和７年度事業報告 

 

令和７年度は中期事業計画（令和５～９年度）に基づき、Society5.0の実現や産業競争力

の強化に向けて、AI/機械学習・ビッグデータ活用によるシミュレーションの深化など、企業

の技術高度化支援、実践的技術者の育成等を引き続き実施し、スーパーコンピュータ「富岳」

を中核とするHPCIの産業利用の促進、HPCスタートアップ・ステップアップの支援等に努めた。 

 

１ ＨＰＣＩの産業利用の促進  

 
（１）ＨＰＣＩ産業利用等の拡大 

「富岳」を中核とするHPCIの産業利用等を促進するため、（国研）理化学研究所計算科

学研究センター（R-CCS）及び（一財）高度情報科学技術研究機構（RIST）等と連携して、

潜在利用者の開拓、HPCIのスタートアップ・ステップアップ支援、HPCI利用者の支援を行

った。                  「HPCIの運営」分担機関（令和４年度～８年度） 

 

①  「富岳」/HPCI利用企業の開拓 

「富岳」を中核とするHPCIを活用した成果創出を促進するため、「富岳産業課題」、「富

岳産業試行課題（ファーストタッチオプションを含む）」等への新規応募者・利用企業の開拓を行っ

た。 
 

②  「HPCIアクセスポイント神戸」の運営とアプリケーション利用拡大 

HPCIの円滑な利用を支援するため、高速ネットワークで「富岳」に直結し、大規模デー

タ入出力やプリポスト処理が可能な「HPCIアクセスポイント神戸」を運営した。 

   ・AI活用したシミュレーションの高度化・高速化に適したプリポストサーバの導入 
 

また、HPCコミュニティで開発された産業利用向けアプリケーションの利用拡大を進めた。 

       ・「富岳」向けアプリケーション講習会の企画・実施 
 

（２）「富岳」アプリケーションサービス課題への参画 

「富岳」の利用拡大・利便性向上を図るため、サービス事業者が「富岳」利用者に様々

な有償サービスを提供する「富岳」アプリケーションサービス課題の事業を開始した。 

・「富岳」活用支援サービス「スマートFUGAKU」を開始。先行的ユーザによる実証利

用を推進 
 
（３）ＨＰＣＩ構築・運営に係る意見の発信 

HPCIの構築・運営に産業界のニーズを反映するため、正会員として参画する「一般社団法

人HPCIコンソーシアム」等を通じて、「富岳NEXT」をはじめ、産業界にとって望ましいスパコン整備・

活用のあり方についての意見を発信した。 
 

（４）「富岳」成果創出加速プログラム等の研究成果の普及 

「富岳」を中核とするHPCIを活用した研究成果を社会に実装するため、関係機関と連

携して、先端ソフトウェアの利用促進や研究成果の普及啓発を行った。 

 



 

 

２ ＨＰＣスタートアップとステップアップの支援 
 

（１）高度シミュレーション技術等の産業利用促進 

① 「F O C U Sスパコン」の利用促進 

スーパーコンピュータ利用の裾野を拡大するため、産業利用向けのエントリースパコ

ン「F O C U Sスパコン」を整備・運用した。スパコン利用講習会等による利用支援を行うと

ともに、デジタルマーケティングツールの活用、各地公設試との連携等により中小企業

を含めたスパコン未利用企業や研究者に対する渉外活動を実施し、「F O C U Sスパコン」の

利用を促進した。 

また、一定のスパコン利用料収入を確保することによりFOCUSスパコンの継続的な整備

更新に努めた。 

〇スパコン利用法人/課題数 

・新規登録 21 法人/42 課題   

・年度末登録 244 法人/302 課題  

〇渉外活動：高性能が好評のSシステム(R5 年 12 月供用開始)に加え、AI・機械学習を含

めて需要の高まる高並列計算向けの資源増強、Nシステム(NVIDIA H100 搭

載、R7 年 2 月供用開始)の利用促進 

：兵庫、関西圏域の更なる強化、利用割合が低い圏域・業種（製造業以外の業

種）への活動展開 

：首都圏域での駐在員 2 名の活動強化による利用者獲得 

  〇FOCUSスパコンの整備更新 

・ストレージの更新 

・Ｎシステムの増強 
 

②  技術高度化コンサルテーション 

シミュレーション技術等の企業ニーズを把握し技術高度化を支援するため、企業訪問

やオンライン会議によるコンタクト、産業用スパコン利用相談センターにおける相談を

通じて、指導・助言、大学・研究機関の紹介など技術高度化コンサルテーションを行っ

た。  

〇訪問件数 159 件（既存 56 件、新規 103 件） 

〇コンタクト回数 947 回  

〇「産業用利用スパコン相談センター」相談実績 43 件（内県内 6 件） 
 

（２）実践的な企業技術者の育成とＨＰＣ人材の交流促進 

① 講習会・セミナーの開催 

企業技術者のシミュレーション技術等を向上するため、FOCUSスパコン利用法人だけで

なく未利用法人も対象として、高度計算科学研究支援センター実習室他各地でのオンサ

イトやオンラインにより、「F O C U Sスパコン」や「富岳」を用いた講習会のほか、関係機

関と連携してテーマ別の講習会・セミナーを開催した。 

〇講習会開催回数    118 回 

〇講習会等受講者数 のべ 2,054 人 

 

 



 

＜開催数の内訳＞  

FOCUS主催 79回、共催 1 回、協賛 12 回、後援 10 回、その他 16 回 

主な内訳としては、 

・スパコン利用リテラシー（利用法の基礎、Linux操作。神戸/東京）28 回 

・AI/機械学習/データサイエンス関係の講習会 16 回 

・神戸シミュレーションスクール/ステップアップセミナー 19 回 

・HPCIアクセスポイント利用講習会 3 回 

・「富岳」HPCIアプリケーション講習会 11 回 

・その他、主催・外部団体連携によるアプリケーションソフトウェア関係など 

また、神戸シミュレーションスクールでは、地域貢献を視野に神戸市、兵庫県内からの企業受

講者を優先した。 
 

② 賛助会員交流会の開催 

企業技術者の知見や人的ネットワークを広げる機会を創出するため、オンサイト開催

をベースに賛助会員企業の取組事例発表、財団からの情報提供、意見交換などを行う交

流会を開催した。 

  ・８月 28 日開催 33 社 46 名参加 

また、より多くの企業・法人に参加いただける交流の場を提供するため、令和８年度か

ら「賛助会員交流会」に代わり、全てのFOCUSスパコンユーザを対象とする「FOCUSスパコ

ンユーザ会」を開催することとした。 

 

 

３ ＨＰＣの普及啓発と理解の増進  

 

（１）先進事例等の効果的な普及啓発 

① スパコン利用事例の収集・発信 

スーパーコンピュータ利用の機運を醸成するため、産業界における利用事例を広く収

集し、それを分かりやすく解説した「スパコン利用事例集」の発行やWEBサイトへの掲載

等を通じて、発信した。 

・スパコン利用事例集第 16 号「夢を現実に変える計算科学の力～明日の暮らしをデザ

インする 18 ストーリー」（作成部数 4,000 部） 
 

② 「分散コンピュータ博物館」の運営 

HPCの意義や成果への理解を増進するため、「分散コンピュータ博物館※」に認定された

高度計算科学研究支援センター展示コーナーにおいて、スーパーコンピュータの開発史

や産業界のスーパーコンピュータ利用事例などの紹介を行った。 

※ コンピュータ関連の歴史的資料を保存・展示する施設を（一社）情報処理学会が認定するもの。  
   

③ セミナー・見学会の開催/イベントへの参加 

産業界や市民層にHPCへの理解を増進するため、関係機関と連携（共催・協賛・後援）し、

研究者・企業技術者による事例発表や情報交換等を行うセミナー・見学会を開催した。 

また、神戸医療産業都市に所在するHPC関係機関と連携して、市民層への理解増進を図

るイベント等に参加した。  

・スーパーコンピュータ・ソリューションセミナー（2 月 19 日 参加 71 人） 

・第 14 回公設試シンポジウム（3 月 5 日～6 日 現地参加のべ 85 人、Web参加のべ 333 人） 



 

・一般向けスパコンセミナー（8 月 30 日 参加 97 人） 

・神戸医療産業都市一般公開（10 月 4 日 参加 1,026 人） 
 

（２）渉外・広報活動の積極的展開 

① 展示会・ユーザー会への出展 

産業界に対するHPCI及びFOCUSスパコンの利用の普及啓発及び利用促進活動として、関

係機関・企業と連携して、企業が集う展示会やソフトウェアのユーザー会に出展した。 

【主な出展イベント】 

     ・国際フロンティア産業メッセ 2025（９月 4 日～5 日・神戸国際展示場）（来場者数

約 14,700 人） 

・日本ものづくりワールド（６月 19 日～21 日・幕張メッセ、12 月 3 日～5 日・福岡） 

・nano tech 2026（1 月 28 日～30 日・東京ビックサイト） 

・人とくるまのテクノロジー展（7 月 16 日～18 日・Aichi Sky Expo） 
 

② 情報発信と広報の実施 

財団の事業活動等を広く周知するため、各種広報媒体・機会を活用して、「F O C U Sスパ

コン」及び高度計算科学研究支援センターの利用案内、講習会・セミナーの開催等を発信

するとともに、「富岳」など最新のスパコン関連情報の提供や関係機関の事業活動の紹介

を行った。 

・ＷＥＢサイトの運営（原則毎週更新） 

・メールマガジン「J-FOCUS_News」の配信（配信回数 38 回） 

・Facebook、Instagramによる情報発信（投稿回数Facebook 93 回、Instagram 92 回） 

・検索連動型ＷＥＢ広告の活用 

・報道機関/専門誌等への情報提供 

・各種会合/セミナー等でのプレゼンテーション 

・広報資料作成・配布 

 

 

４ 計算科学の研究教育拠点の形成促進  
 
（１）計算科学センタービルの管理・運営 

① 高度計算科学研究支援センターの管理・運営 

「富岳」「F O C U Sスパコン」を用いた研究開発及び人材育成・交流の支援、普及啓発を

推進するため、計算科学センタービルの 1～2 階において、施設貸与、展示観覧、交流利

用に供する高度計算科学研究支援センターの管理・運営を行った。 
 

・施設貸与：研究室 F O C U Sスパコン端末利用室 実習室 セミナー室  

・展示観覧：展示コーナー  

・交流利用：交流スペース 
 
〇入退館管理システム、自動検針装置の更新 など 

  

② 兵庫県立大学大学院情報科学研究科への施設貸与と連携事業の実施 

計算科学研究教育機関の集積と拠点機能の充実を図るため、計算科学とデータ科学を

基盤とする教育研究を担う兵庫県立大学大学院情報科学研究科に計算科学センタービル

の3～7階を貸与するとともに、協定に基づく連携に向けた打合せを行った。 
 



 

③ 利便機能の提供 

研究教育拠点の形成を支援するため、飲食に係る利便機能を提供した。 
 

（２）計算科学等の研究推進 

① 計算科学に関する研究教育拠点形成のための研究等支援 

   計算科学等の研究促進と研究成果の地域への還元を図るため、地域の発展に有益な研

究に対して助成金を交付するとともに、研究成果の普及啓発や計算科学関連の人材育成

を実施した。防災、スマートシティ関連など地域と連携した研究の推進、また人材育成

面では学生・生徒向けを含むセミナー、授業、施設見学等、500 名規模の参加を得た。 

   ・研究進捗報告会 ３月 25 日 オンライン開催 
 

○研究教育拠点（COE）形成推進事業  

助成対象：理化学研究所  計算科学研究センター（R-CCS）が推薦する同センター所属の研究グループ 

対象研究：「富岳」および「富岳」の次世代となる新たなフラッグシップシステムを中核とする計算科学・計算機科学  

の研究教育拠点（COE）の形成に資する研究であり、かつ、地元の大学・研究機関・企業等との連携や 

成果還元など、地域への貢献が可能な研究  

実施期間：令和７年度から原則５ヵ年  

普及啓発：助成研究課題を掲載したスパコン利用事例集、WEBサイト、セミナー・研究会等で成果を訴求  
 

② 研究活動の実施 

産業界におけるスーパーコンピュータの有効利用を図るため、先進的研究機関や企業

と連携して、新しい利用方法や運用方法、AI/機械学習技術を適用したスーパーコンピュ

ータの活用研究等を進めた。 

 

 

５ 関係機関・自治体との協創強化 
 

財団の事業活動を広く、効果的に展開するため、産・官・学・公の協創を強化し、産業

界、国・自治体、計算科学に関係する研究機関や公的機関との情報交換を行うとともに、事

業活動への相互協力や講演会の開催など連携事業を推進した。 

なお、兵庫県立大学（平成 23 年）、東京大学（平成 25 年）、神戸大学（令和 7 年）と個

別に連携協定を締結している。 

 

 

６ 安定的な経営基盤の確立  
 

公益目的事業を継続的に展開するため、中期事業計画に定める財務運営計画に基づき、

F O C U Sスパコン利用料や貸研究室利用料、資産運用などの自主財源の確保を図るとともに、

補助金などの外部資金の獲得に努めた。 

また、費用支出を抑制し、収支均衡を図りつつ、今後の投資財源を確保するなど、健全な

経営に努めた。 

なお、運営体制の充実を図るための取組として、別紙に記載の取組を行った。 

〇これまでの主な連携機関・団体  

スーパーコンピューティング技術産業応用協議会  関西経済連合会  兵庫 I Tｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究会  神戸商工会議所  

文部科学省  兵庫県  神戸市  理化学研究所計算科学研究センター  東京大学生産技術研究所  神戸大学   

兵庫県立大学  高度情報科学技術研究機構  HPCIコンソーシアム ｵｰﾌﾟﾝCAE学会  ターボ機械協会  CAE懇話会  

ひょうご科学技術協会  兵庫県 マ テ リ ア ル ズ ・ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 研 究会  ひょうご神戸サイエンスクラスター協議会  

神戸医療産業都市運営委員会  軽金属学会  日本機械学会  日本材料学会  日本計算工学会など 



 

（別紙） 

【運営体制の充実を図るための取組】 

 

 法令の遵守と財団運営の透明性を確保し、受益者、出捐者、行政庁をはじめとする

利害関係者の信頼に応えることのできるガバナンス体制のさらなる充実に向け取り

組んでいる。 

 

１ 不祥事の予防・発見・事後対応の仕組みの構築に向けた取組 

(1) 公益通報制度実施要綱の制定 

組織的又は個人的な不正行為に関する職員からの通報及びそれに関する相談

を適切に処理するための仕組みを構築することにより、不正行為の未然防止、早

期発見及び是正を図ること目的として制定した。 

なお、本要綱に基づき財団内部に設置した通報相談窓口については、より分か

り易い制度とするため令和６年１月より下記(2)の「神戸市外郭団体共通内部通

報窓口」へ一本化したことに伴い、本要綱は令和５年 12月 31日付けで廃止した。 

   ・内  容：公益通報を行うことができる者を財団の現役及び退職した役員、

職員に限定せず、取引事業者の役員及び社員も含めた。 

   ・実施時期：平成 30 年４月１日～令和５年 12月 31日 

 

(2) 社外弁護士による内部通報窓口の設置 

財団のガバナンス機能のより一層の充実を図るため、令和３年５月に神戸市と

ガバナンス・経営力向上支援等に係る協定書を締結、その一環として「神戸市外

郭団体共通内部通報窓口」を活用し、社外弁護士による内部通報窓口を設置した。 

・内  容：職員へはチラシの配布やコミュニケーションツールにより制度を

通知するとともに、財団の職員のみならず取引事業者の役員及び

職員も対象としているため、ホームページに掲載し広く周知を図

っている。 

   ・実施時期：令和３年５月１日～ 

 

(3) ハラスメントの防止に関する規程の制定 

  職場におけるパワーハラスメント、セクシュアルハラスメント及び妊娠・出産・

育児休業等に関するハラスメントを防止するために職員が遵守するべき事項を

定めた。 

  ・内  容：① 規程の制定 

・ ハラスメントに係る禁止事項を具体的に明示するとともに、

財団内部及び外部に相談窓口を設置した。 

         ② 研修の実施 

・ 令和７年８月 25 日 コンプライアンス研修 

    講 師：弁護士 

   テーマ：情報セキュリティ、パワハラ防止 

   ・実施時期：令和４年４月１日～ 



 

 

(4) 税務顧問による会計書類検査の実施 

  専門的な知識を必要とする経理事務における正確性を確保するため、顧問税理

士による会計書類検査を受検している。 

・内  容：四半期ごとに 3ヶ月分の会計伝票について顧問税理士事務所代表

者及び職員の 2 名による書類検査を受検し、経理事務における正

確性を確保している。 

   ・実施時期：平成 22 年度～ 

 

(5) 研究活動における不正行為等に関する規程を制定 

職員等の研究活動に関して、「研究活動における不正行為への対応等に関する

ガイドライン」の趣旨に基づき、研究活動の不正行為に対応する適切な仕組みを

整えるため規程を制定した。 

   ・内  容：研究者等の研究活動における不正行為の防止の取扱い及び不正行

為が行われ又はそのおそれがある場合の取扱いに関し必要な事

項を定めた。 

   ・実施時期：平成 29 年９月１日～ 

 

２ 財団運営における規範の確保に向けた取組 

(1) 情報セキュリティ対策の推進 

財団が取り扱う情報には、企業・個人の情報や財団運営上重要な情報が含まれ

ており、情報資産を人的脅威や災害、事故等様々な脅威から防御することは、企

業・個人の財産、プライバシー等を守るためにも、また、継続的かつ安全・安定

的なサービスを提供するためにも必要不可欠である。  

このため、財団が保有する情報資産の機密性、完全性及び可用性の維持に向け

た取組を進めている。 

・内  容：① 規程、ガイドブック等の制定 

・ 情報セキュリティ規程～基本方針と対策基準～ 

・ セキュリティ実施手順書 

・ 情報セキュリティのポイントガイドブック 

      ② 情報セキュリティ管理体制の整備 

      ③ 研修の実施 

・ 令和７年８月 25 日 コンプライアンス研修 

    講 師：弁護士 

   テーマ：情報セキュリティ、パワハラ防止 

・ 令和８年１月６日～30 日 研修ビデオの視聴 

 講 師：IT サポート担当職員 

 テーマ：セキュリティ対策のルール、ランサムウェア 

   ・実施時期：平成 22 年７月１日～ 

 

 



 

(2) 個人情報の適正な取扱の推進 

個人情報の保護に関する法律及び個人情報の保護に関する法律についてのガ

イドライン基づき、個人情報の適正な取扱いを行うための取組を進めている。 

・内  容：① 基本方針、規程等の制定 

・ 個人情報の適正な取扱いに関する基本方針 

・ 個人データの安全管理措置に関する要綱 

・ 特定個人情報の適正な取扱いに関する基本方針 

・ 特定個人情報取扱規程 

・ 保有個人データの開示・訂正事務処理要領 

      ② 個人データ安全管理体制の整備 

   ・実施時期：令和４年 10 月１日～ 

 

３ 事業の効果的な改善に向けた取組 

(1) 中期事業計画の策定 

財団の将来ビジョンを明確にし、財団に係る利害関係者が方針を共有すること

により、効果的かつ安定的な財団運営を実現するため、令和５年度～９年度の事

業展開を定める「中期事業計画」を策定、推進している。 

・内  容：① 財団の使命と公益目的事業・活動方針 

      ② 「スーパーコンピューティング事業」実施計画 

      ③ 「法人管理運営業務」実施計画 

      ④ 財務運営計画 

・実施時期：令和５年度～９年度の５年間 

 


